
神
武
東
征 

  

神
武
東
征(

じ
ん
む
と
う
せ
い)

と
は
、
甲
寅
年(

紀
元
前6

6
7

年)

日
向
国
に
住
ん

で
い
た
磐
余
彦
尊
が
日
向(

ひ
む
か)

を
発
ち
、
大
和
を
統
治
し
て
い
た
長
髄
彦
を

滅
ぼ
し
、
辛
酉
年(
紀
元
前6

6
0

年)

一
月
一
日
橿
原
宮
で
即
位
し
た
と
い
う
話
で

あ
る
。
今
回
は
日
本
書
紀
・
古
事
記
の
神
武
東
征
を
確
め
、
地
名
を
検
証
す
る
。 

 

「
神
日
本
磐
余
彦
の
天
皇
、
諱(
い
み
な)

は
彦
火
火
出
見
と
申
す
。
彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不

合
尊
の
第
四
子
に
ま
し
ま
す
。
母
を
玉
依
姫
と
曰
す
。…

日
向(

ひ
む
か)

国
の
吾
田
邑
の
吾
平

津
媛
を
娶
し
て
妃
と
為
し
給
ひ…

。
塩
土
の
老
翁
に
聞
け
る
に
『
東
に
美
き
地
有
り
、
青
山

四(

よ
も)

に
周
れ
り
。
其
の
中
に
天
の
磐
船
に
乗
り
て
飛
び
降
る
者
あ
り
』
と
曰
し
き
。
余

(

わ
れ)

謂(

お
も)

ふ
に
、
彼
の
地
は
天
つ
業(

ひ
つ
ぎ)
を
恢
弘(

ひ
ろ)

く
し
、
天
の
下
に
光
宅

(

か
が
や
か)

な
る
に
足
り
ぬ
べ
し
。
蓋(

け
だ)

し
六
合(
く
に)

の
中
心(

も
な
か)

か
。
そ
の
飛

び
降
り
し
者
、
謂
ふ
に
饒
速
日
か
。
何
ぞ
就
き
て
都
せ
ざ
ら
め
や
」
と
宣
り
給
ひ
き
。
諸
の

皇
子
、
對
へ
給
ひ
し
く
「
理
實(

こ
と
わ
り)

灼
然(

い
や
ち
こ)
な
り
。
我
も
亦
恒
に
念
ひ
と
為

し
つ
。
宜(

う
べ)

早
に
行
ひ
給
へ
」
。
是
の
年
、
太
歳
甲
寅
に
次(

や
ど)
れ
り
き
。 

其
の
年
の
冬
十
月
丁
巳
の
朔
辛
酉
の
日
、
天
皇
、
親
諸
の
皇
子
舟
師(

い
く
さ)

を
帥(

ひ
き)

ひ

て
東
征
し
給
ふ
。
速
吸
之
門
に
至
り
ま
し
し
時
、
一
人
の
漁
人(

あ
ま)

あ
り
。
艇(

を
ぶ
ね)

に

乗
り
て
至
り
き
。
天
皇
招
き
給
ひ
『
汝(

い
ま
し)

は
誰
そ
』
と
問
ひ
給
ふ
。
對
へ
て
『
臣(

や

っ
こ)

は
國
つ
神
に
し
て
、
名
を
珍(

う
づ)

彦
と
曰
す
。
曲(

わ
た)

の
浦
に
釣
魚
せ
し
に
、
天

つ
神
の
子
来
ま
せ
り
と
聞
き
て
、
故
迎
へ
奉
る
』
と
申
し
き
。
『
汝(

い
ま
し)

能
く
我
が
為
に

導
き
せ
む
や
』
と
宣
り
給
ひ
き
。
對
へ
て
『
導
き
つ
か
ま
つ
ら
む
』
と
曰
し
き
。
天
皇
勅
し

て
、
漁
人
に
椎
棹
の
末
を
授
け
て
、
執
ら
し
め
て
皇
舟
に
牽
き
入
れ
海
導
者(

み
を
び
き)

と

為
し
給
ひ
き
。
す
な
は
ち
名
を
賜
ひ
て
、
椎
根
津
彦
と
為
し
給
ひ
き
。
此
倭
直
部
の
始
祖
な

り
。
行
き
て
筑
紫
国
の
菟
狭
に
至
り
給
ひ
し
時
、
菟
狭
の
國
造
の
祖
、
號
を
菟
狭
津
彦
・
菟

狭
津
媛
と
曰
へ
る
も
の
、
菟
狭
の
川
上
に
一
柱
騰
宮
を
造
り
て
饗(

み
あ
へ)

奉
り
き
。
是
の

時
に
勅
し
て
菟
狭
津
媛
を
侍
臣(

ま
へ
つ
き
み)

天
種
子
命
に
賜
妻(

め
あ
は)

せ
給
ひ
き
。
天
種

子
命
は
、
是
中
臣
氏
の
遠
祖(

お
や)

な
り
。 

十
有
一
月
丙
戌
朔
甲
午
日
、
天
皇
、
筑
紫
の
国
の
崗
の
水
門
に
至
り
給
ひ
き
。 

十
有
二
月
丙
辰
朔
壬
午
日
、
安
芸
国
に
至
り
て
、
埃
の
宮
に
居
み
給
ひ
き
。 

乙
卯
年
春
三
月
甲
寅
朔
己
未
日
、
吉
備
国
に
移
り
給
ひ
て
、
行
宮
を
起
て
て
居
み
給
ひ
き
。

是
を
高
島
の
宮
と
曰
ふ
。
三
年
を
積
み
し
間
に
、
舟
檝(

ふ
ね)

を
備
へ
、
兵
食
を
蓄
へ
て
将

に
一
た
び
挙
げ
て
天
の
下
を
平
け
む
と
欲(

お
も)

ひ
給
ひ
き
。 

戊
午
年
春
二
月
丁
酉
朔
丁
未
日
、
皇
帥(

み
い
く
さ)

遂
に
東
し
給
ふ
。
舳
艫(

と
も
へ)

相
接
き

て
方(

ま
さ)

に
難
波
の
碕
に
到
り
し
時
奔(

は
や)

潮
あ
り
、
太(

は
な
は
だ)

急(

は
や)

き
に
會

ひ
き
。
因
り
て
名
づ
け
て
浪
速
の
国
と
為
し
給
ひ
き
。
亦
浪
華
と
も
曰
ふ
。
今
難
波
と
謂
へ

る
は
訛
れ
る
な
り
。
三
月
丁
卯
朔
丙
子
日
、
遡
流(

さ
か
の
ぼ)

り
て
径(

た
だ
ち)

に
河
内
の
国

の
草
香
邑
な
る
青
雲
の
白
肩
津
に
至
り
給
ひ
き
。
夏
四
月
丙
申
朔
甲
辰
日
皇
師(

み
い
く
さ)

兵

を
勒(

と
と
の)

へ
て
歩(

か
ち)

よ
り
龍
田
に
赴
く
。 

 
 
(

日
本
書
紀) 

  

日
本
書
紀
は
日
向(

ひ
む
か)

を
出
発
し
、
速
吸
門
を
経
由
し
、
筑
紫
国
菟
狭
に

た
ど
り
着
く
。
そ
し
て
筑
紫
国
崗
の
水
門
・
安
芸
国
・
吉
備
国
を
経
由
し
、
難
波

に
至
る
。
次
は
河
内
国
草
香
で
船
を
降
り
、
徒
歩(

か
ち)

で
龍
田
に
赴
き
、
戦
争

に
突
入
す
る
。
こ
の
話
を
一
般
的
に
は
、
出
発
地
日
向(

ひ
む
か)

を
宮
崎
県
日
向

高
千
穂
と
し
、
速
吸
門
は
豊
予
水
道
佐
賀
関
、
菟
狭
は
豊
前
国
大
分
県
宇
佐
市
、

筑
紫
国
崗
の
水
門
は
北
九
州
遠
賀
川
河
口
、
安
芸
は
広
島
、
吉
備
は
岡
山
と
し
、

難
波
か
ら
奈
良
に
向
か
う
峠
で
戦
い
が
始
ま
っ
た
と
理
解
す
る
。 

 

だ
が
こ
の
一
般
説
に
は
乗
り
越
え
ら
れ
な

い
壁
が
あ
る
。
出
発
地
日
向
高
千
穂
に
縄
文

弥
生
文
化
の
痕
跡
が
少
な
い
こ
と
。
筑
紫
国

菟
狭
を
豊
前
国
大
分
県
宇
佐
市
に
比
定
し
て

い
い
か
と
い
う
疑
問
。
宇
佐
か
ら
広
島
に
向

か
わ
ず
、
関
門
海
峡
を
渡
っ
て
遠
賀
川
河
口

に
行
く
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
。
そ
し

て
近
畿
の
龍
田
は
大
阪
側
に
な
く
奈
良
斑
鳩

の
地
に
あ
る
こ
と
。
日
本
書
紀
と
古
事
記
で

速
吸
門
の
場
所
が
違
う
こ
と
。
以
上
五
点
の

疑
問
が
以
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B2%E5%AF%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D667%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E5%90%91%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A3%90%E4%BD%99%E5%BD%A6%E5%B0%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E5%90%91%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E9%AB%84%E5%BD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%9B%E9%85%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D660%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A9%BF%E5%8E%9F%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B7%B5%E7%A5%9A


出
発
地
日
向(

ひ
む
か) 

  

で
は
出
発
地
日
向
を
考
え
る
た
め
、
日
本
書
紀
古
事
記
の
神
話
時
代
に
記
さ
れ

る
日
向(

ひ
む
か)

を
見
る
。 

(

伊
弉
諾
尊
の
禊
の
場)

日
向
の
小
戸
の
橘
の
檍
原(

あ
は
ぎ
は
ら)

、(

瓊
瓊
杵
尊
降
臨
地)

日
向
の
襲

の
高
千
穂
の
添(

そ
ほ
り)

の
山(

日
向
の
高
千
穂
の
く
じ
ふ
る
嶺
・
日
向
の
槵
日
の
高
千
穂
の
峯
＝
木

の
花
開
耶
姫
住
む)

、
竺
紫
の
日
向
の
高
千
穂
の
槵
触(

く
じ
ふ
る)

嶺→

吾
田
長
屋
の
笠
狭
御
碕
、

(

瓊
瓊
杵
尊
陵
墓)

筑
紫
日
向
の
可
愛(

埃)

、(

彦
火
火
出
見
尊
陵
墓)

日
向
の
高
屋
、
彦
波
瀲
武
鸕

鶿
草
葺
不
合
尊
西
洲
宮
に
崩
御
、(

彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合
尊
陵
墓)

日
向
の
吾
平
の
山 

 

日
向
は
記
紀
神
話
で
伊
弉
諾
尊
の
み
そ
ぎ
の
場
・
瓊
瓊
杵
尊
の
降
臨
地
お
よ
び

陵
墓
・
彦
火
火
出
見
尊
や
彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合
尊
の
陵
墓
と
紹
介
さ
れ
る
。

し
か
も
「
筑
紫
の
日
向
」
と
も
記
さ
れ
る
。
こ
れ
で
南
九
州
宮
崎
説
よ
り
、
北
九

州
説
が
有
利
と
な
る
。
実
は
「
伊
弉
諾
尊
の
み
そ
ぎ
の
場
、
日
向
の
小
戸
の
橘
」
の

「
小
戸
」
が
博
多
湾
室
見
川
河
口
に
小
戸
神
社
と
し
て
今
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
そ
の

小
戸
神
社
の
南
６
㎞
に
日
向
峠
・日
向
川
が
あ
り
、
日
向
川
と
室
見
川
の
合
流
地
に
日

本
一
古
い
都
吉
武
高
木
遺
跡(

地
名
が
都
地)

が
存
在
す
る
。
ま
さ
に
神
武
の
出
発
地

に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
る
。
な
お
糸
島
市
の
細
石
神
社
と
吉
武
高
木
遺
跡
・須
玖
岡

本
遺
跡
は
同
緯
度
線
上
に
並
ぶ
の
で
、
広
幡
は「
細
石
神
社→

吉
武
高
木→

須
玖
岡

本
」と
倭
国
の
王
都
が
東
に
移
動
し
た
こ
と
を
示
す
遺
跡
群
と
ら
え
る
。 

 

記
紀
は
神
武
東
征
説
話
を
紀
元
前
六
六
七
年
の
話
と
し
て
紹
介
す
る
が
、
こ
の

弥
生
時
代
の
あ
け
ぼ
の
期
に
博
多
湾
岸
に
実
在
す
る
中
洲(

農
耕
地)

が
「
板
付
遺

跡
」。
だ
か
ら
ま
す
ま
す
博
多
湾
岸
日
向
説
が
有
利
と
な
る
。 

 

筑
紫
菟
狭 

  

次
の
経
由
地
速
吸
門
は
日
本
書
紀
と
古
事
記
で
は
紹
介
場
面
が
異
な
る
の
で
後

の
検
討
と
し
、
速
吸
門
の
次
の
地
名
「
筑
紫
菟
狭
」
を
検
討
す
る
。
筑
紫
菟
狭
は

従
来
説
で
は
「
大
分
県
宇
佐
」
で
あ
る
が
、
出
発
地
日
向
が
博
多
湾
と
な
る
と
、

「
大
分
県
宇
佐
」
説
は
さ
ら
に
存
在
価
値
が
薄
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
「
宇
佐
市
か

ら
遠
賀
川
河
口
」
に
回
る
こ
と
へ
の
疑
問
が
強
か
っ
た
が
、「
博
多
湾
を
出
発
し

て
大
分
県
宇
佐
に
行
き
、
遠
賀
川
河
口
に
戻
る
」
と
な
る
と
矛
盾
が
拡
大
す
る
。

そ
こ
で
日
本
書
紀
の
菟
狭
を
確
認
す
る
。 

日
の
神
の
生
れ
ま
せ
る
三
女
神
を
、
葦
原
中
国
の
宇
佐
島
に
降
り
居
さ
し
む
。
今
海
北
道
中
に

坐
す
。
號
け
て
道
主
の
貴(

む
ち)

と
曰
す
。
此
は
筑
紫
の
水
沼
君
等
が
祭
る
神
な
り
。 

 

日
本
書
紀
は
宗
像
三
女
神
紹
介
記
事
で
「
宇
佐
島
」
を
紹
介
す
る
。
宗
像
三
女

神
は
宗
像
田
島
・
大
島
・
沖
ノ
島
に
祀
ら
れ
る
。
そ
し
て
日
本
書
紀
は
「
海
北
道

中
」
と
、「
宗
像
田
島→

大
島→

沖
ノ
島
」
が
韓
半
島
に
向
か
う
海
の
北
道
と
強

調
す
る
。
従
来
の
「
呼
子→

壱
岐
島→

対
馬
」
に
変
わ
る
新
し
い
海
道
な
の
だ
。 

 
以
上
、「
筑
紫
の
菟
狭
」
を
「
宗
像
田
島
」
に
比
定
す
る
。
宗
像
は
筑
紫
の
範

囲
で
あ
り
、
博
多
湾
を
出
発
し
て
東
行
す
れ
ば
当
然
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
所
で
あ
る
。
し
か
も
次
の
経
由
地
が
「
筑
紫
国
崗
の
水
門
＝
遠
賀
川
河
口
」
だ

か
ら
、
す
な
お
に
「
東
征
」
コ
ー
ス
と
な
る
。 

 

崗
の
水
門
か
ら
速
吸
門
へ 

小戸 

日

向

峠 

日向川 

吉武高木遺跡 



  
日
本
書
紀
は
崗
の
水
門
か
ら
安
芸
・
吉
備
に
向
か
う
が
、
古
事
記
は
こ
こ
で
日

本
書
紀
と
は
異
な
る
見
解
を
披
露
す
る
。 

神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
、
そ
の
同
母
兄
五
瀬
命
と
高
千
穂
宮
に
坐
し
て
議
り
て
た
ま
は
く
『
何

地
に
坐
さ
ば
、
平
け
く
天
の
下
政
を
聞
こ
し
め
さ
む
。
な
ほ
東
に
行
か
む
』
と
の
り
た
ま
ひ

て
、
日
向(

ひ
む
か)

よ
り
発
た
し
て
筑
紫
に
幸
行
で
ま
し
き
。
故
豊
国
の
宇
沙
に
到
り
、…

足
一
騰
宮
に
て
大
御
饗(

あ
へ)
献
り
き
。
其
地
よ
り
遷
り
ま
し
て
、
竺
紫
の
岡
田
宮
に
一
年

坐
し
き
。
そ
の
国
よ
り
上
り
幸
で
ま
し
て
、
阿
岐
国
多
祁
理
宮
に
七
年
坐
し
き
。
ま
た
そ
の

国
よ
り
遷
り
上
り
幸
で
ま
し
て
、
吉
備
の
高
島
宮
に
八
年
坐
し
き
。
そ
の
国
よ
り
上
り
幸
で

ま
し
時
、
亀
の
甲
に
乗
り
し
人
、
速
吸
門
に
遇
ひ
き
。…

槁
根
津
日
子
と
號
け
き
。
か
れ
そ 

の
国
よ
り
上
り
行
で
ま
す
時
、
浪
速
の
渡
を
経
て
、
青
雲
の
白
肩
の
津
に
泊
て
た
ま
ひ
き
。 

 

古
事
記
は
日
本
書
紀
が
日
向(

ひ
む
か)
と
菟
狭
の
間
で
紹
介
し
た
「
速
吸
門
」

を
「
宇
佐→

岡
田(

崗) →

阿
岐(

安
芸) →

吉
備
」
の
次
に
紹
介
す
る
。
日
本
書
紀

と
古
事
記
が
同
じ
こ
と
を
記
し
て
い
る
と
し
た
ら
、「
岡
田→

阿
岐→

吉
備→

速

吸
門
」
の
道
行
は
、
来
た
道
を
引
き
返
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
う
考
え
て
古
事
記
を
見
つ
め
る
と
、
岡
田
宮
以
降
の
移
動
に
こ
れ
ま
で
記
さ

れ
な
い
「
上
り
」
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い

る
。
船
で
玄
界
灘
を
移
動
す
る
神
武
ら
一
行

が
「
上
る
」
と
い
う
の
は
、
玄
界
灘
の
対
馬

海
流
に
逆
ら
い
西
に
向
か
う
と
い
う
こ
と
。

だ
か
ら
神
武
ら
一
行
は
岡
田
宮
＝
遠
賀
川
河

口
か
ら
引
き
返
し
、
菟
狭(

宇
佐)

＝
宗
像
田
島

を
通
り
越
し
て
、
宗
像
よ
り
博
多
湾
に
近
い

速
吸
門
ま
で
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
。
博
多
湾

と
宗
像
の
間
に
あ
る
流
れ
の
速
い
速
吸
門
・

難
波
候
補
地
は
、
津
屋
崎
湊
お
よ
び
津
屋
崎

内
海(

旧
入
海)

で
あ
る(

上
図)

。 

【
注
】
津
屋
崎
湊
は
難
波
王
応
神
天
皇
の
母
神
功
皇

后
を
主
神
と
祀
る
宮
地
嶽
神
社
の
門
前
町
で
あ
る
。

故
に
難
波
候
補
地
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
る
。
宮
地
嶽
神
社
内
に
は
石
室
全
長
二
十
三
㍍

と
い
う
石
室
の
大
き
さ
国
内
二
位
の
宮
地
嶽
古
墳(

製
造
は
七
世
紀
中
ご
ろ
と
推
定)

が
あ

る
。 

 

安
芸
・
吉
備 

  

さ
て
速
吸
門
の
手
前
、
安
芸
と
吉
備
を
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
津
屋
崎
旧
入
海
と
遠
賀
川
河
口
の
間
に
、
安
芸
と
吉
備

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
安
芸
・
吉
備
が
日
本
書
紀
で
ど
う
記
さ
れ
る
か

を
確
認
す
る
。 

素
戔
鳴
尊
、
大
蛇
の
尾
を
斬
り
た
ま
ふ
時…

剣
あ
り
き
。
草
薙
の
剣
と
号
く
。
今
は
尾
張
の

国
吾
湯
市
村
に
在
り
。
熱
田
の
祝
部
が
掌
る
神
な
り
。
今
石
上
と
曰
ふ(

第
二
の
一
書)

。
今
吉

備
の
神
部
の
許
に
在
り(

第
三
の
一
書)

。…

是
の
時
素
戔
鳴
尊
、
安
芸
国
の
可
愛(

埃)

の
川
上

に
下
到
り
ま
し
て
、
稲
田
宮
に
住
ま
ふ
。 

 

な
ん
と
素
戔
嗚
尊
の
八
岐
大
蛇
退
治
で
「
吉
備
の
神
部
」
と
「
安
芸
国
可
愛

(

埃)

」
が
紹
介
さ
れ
、
安
芸
国
可
愛(

埃)

が
稲
田
宮
と
記
さ
れ
る
。
神
武
東
征
で

も
神
武
ら
が
七
年
暮
ら
し
た
安
芸
国
埃
宮
が
記
さ
れ
る
か
ら
、
同
じ
場
所
で
あ

る
。
し
か
も
古
事
記
は
「
阿
岐
国
の
多
祁
理
の
宮
」
と
紹
介
す
る
。
多
祁
理
の
宮

は
宗
像
三
女
神
の
一
人
多
紀
理
毘
売
命
に
通
じ
る
。
し
た
が
っ
て
「
安
芸
国
可
愛

(

埃
＝
川
の
合
流
地)

」
は
釣
川
と
樽
見
川
の
合
流
地
宗
像
大
社
と
な
る
。 

 

宗
像
大
社
の
主
神
は
御
手
長
神
で
、
出
雲
大
社
の
主
神
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
、

出
雲
は
宗
像
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
も
そ
も
素
戔
嗚
尊
は
宗
像
三
女
神
の
父

親
だ
か
ら
、
宗
像
に
坐
す
の
が
自
然
で
あ
る
。 

 
次
は
吉
備
地
名
。「
吉
備
国
蚊
屋
の
采
女
を
妃
と
し
蚊
屋
皇
子
を
生
み
き
」
と

吉
備
国
蚊
屋
が
舒
明
紀
に
記
さ
れ
、
応
神
四
十
一
年
二
月
「
阿
知
使
主
等
、
呉
よ

り
筑
紫
に
至
り
き
。
時
に
胸
形
の
大
神
、
工
女
等
を
乞
ひ
給
ふ
。
故
兄
媛
を
胸
形

の
大
神
に
奉
り
き
。
是
今
筑
紫
国
に
在
る
御
使
君
の
祖
な
り
。
三
人
の
婦
女
等

は
、
今
の
呉
の
衣
縫
、
蚊
屋
の
衣
縫
な
り
」
と
、
蚊
屋
の
衣
縫
が
記
さ
れ
る
。

呉
・
蚊
屋
は
韓
国
南
部
の
久
礼
・
伽
耶
の
こ
と
。
来
日
し
た
兄
媛
は
津
屋
崎
縫
殿

 



神
社
で
働
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
吉
備
国
蚊
屋
は
鐘
崎
織
幡
神
社
と
な
る
。

吉
備
は
吉
備
高
嶋
宮
と
も
称
さ
れ
、
近
江
の
高
嶋
に
重
な
る
。
素
戔
嗚
尊
大
蛇
退

治
で
石
上
の
宮
司
を
吉
備
の
神
部
と
記
す
の
で
、
織
幡
神
社
の
宮
司
壱
岐
氏
を

「
吉
備
の
神
部
」
と
紹
介
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
織
幡
神
社
の
あ
る
鐘
ノ
岬
は

昔
島
で
、
黍(
き
び)

の
よ
う
に
丸
い
形
を
し
て
い
る
。 

 

し
か
も
後
の
難
波
天
皇
仁
徳
が
難
波
の
崎
で
吉
備
島
出
身
の
黒
姫
の
帰
郷
を
見

送
っ
た
歌
「
お
し
て
る
や
、
難
波
の
崎
よ
、
出
で
立
ち
て
、
我
が
国
見
れ
ば
、
淡

島
、
自
凝(

お
の
ご
ろ)

島
、
檳
榔(

あ
じ
ま
さ
＝
椰
子
や
し)

の
島
も
見
ゆ
、
放(

さ

け)

つ
島
見
ゆ
」
に
登
場
す
る
島
々
を
、
難
波
＝
津
屋
崎
湊
の
高
台
大
峰
山
か
ら

見
た
と
し
て
考
え
る
と
、
淡
島
＝
相
ノ
島
、
自
凝(

お
の
ご
ろ)

島
＝
小
呂(

お
ろ

の)

島
、
檳
榔(

あ
じ
ま
さ)

の
島
＝
玄
界
島
の
隣
の
柱
島
、
放(

さ
け)

つ
島(

黒
姫
の

故
郷
吉
備
島)

＝
壱
岐
島
と
な
る
。
よ
っ
て
吉
備
島
が
壱
岐
島
と
な
る
。(

最
終
ペ

ー
ジ
に
図
面) 

 

な
お
安
芸
可
愛
を
釣
川
と
樽
見
川
の
合
流
地
と
し
、
吉
備
を
鐘
崎
と
す
る
と
、

「
上
り
」
に
反
す
る
と
思
う
方
が
居
る
に
違
い
な
い
。
実
は
樽
見
川
の
支
流
が
鐘

崎
・
高
向
を
上
流
部
と
す
る
の
で
、
樽
見
川
を
舟
で
上
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

難
波
方 

潮
干
乃
な
ご
り 

よ
く
見
て
む 

家
な
る
妹
が 

待
ち
問
は
む
た
め 

直
超
乃 

こ
の
径
に
弖
師 

押
照
や 

難
波
の
海
と 

名
付
け
け
ら
し
も 

 

神
武
た
ち
が
船
を
降
り
徒
歩
で
歩
き
始
め
る
「
青
雲
の
白
肩
津
＝
草
香
」
地
名

を
説
明
す
る
材
料
は
少
な
く
、
万
葉
集
の
草
香
山
を
紹
介
し
た
。
草
香
山
よ
り
難

波
潟
・
難
波
の
海
が
見
え
る
の
で
、
現
在
の
仮
説
「
難
波
＝
津
屋
崎
湊
」
に
一
番

近
い
山
、
宮
地
嶽(

標
高
一
八
二
㍍)

を
草
香
山
と
し
た
い
。
す
る
と
草
香
は
宮
司

と
な
る
が
、
草
香
地
名
の
詳
細
な
検
討
は
、
別
の
機
会
で
行
い
た
い
。 

 

敗
戦
の
あ
と
、
熊
野
へ 

 

そ
の
国
よ
り
上
り
行
で
ま
し
し
時
浪
速
の
渡
り
を
経
て
青
雲
の
白
肩
津
に
泊
て
た
ま
ひ
き
。

こ
の
時
登
美
の
那
賀
須
泥
毘
古
、
軍(

い
く
さ)

を
興
し
て
待
ち
向
へ
て
戦
ひ
き
。
こ
こ
に
御

船
に
入
れ
た
る
楯
を
取
り
て
下
り
立
ち
た
ま
ひ
き
。
故
、
其
地
を
號
け
て
楯
津
と
謂
ひ
き
。

今
に
日
下
の
蓼
津
と
云
ふ
。
こ
こ
に
登
美
毘
古
と
戦
ひ
た
ま
ひ
し
時
、
五
瀬
命
、
御
手
に
登

美
毘
古
が
痛
矢
串
を
負
ひ
た
ま
ひ
き
。
故
こ
こ
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
『
吾
は
日
神
の
御
子
と

し
て
、
日
に
向
ひ
て
戦
ふ
こ
と
良
か
ら
ず
。
故
、
賎
し
き
奴
が
痛
手
を
負
ひ
ぬ
。
今
よ
り
行

き
廻
り
て
、
背
に
日
を
負
ひ
て
撃
た
む
』
と
期(

ち
ぎ)

り
た
ま
ひ
て
、
南
の
方
よ
り
廻
り
幸

で
ま
し
し
時
、
血
沼
海
に
到
り
て
、…

其
地
よ
り
廻
り
幸
で
ま
し
て
、
紀
国
の
男
の
水
門
に

到
り…

て
崩
り
ま
し
き
。…

陵
は
す
な
は
ち
紀
国
の
竈
山
に
あ
り
。（
古
事
記
） 

夏
四
月
丙
申
朔
甲
辰
日
、
皇
師(

み
い
く
さ)

兵
を
勒(

と
と
の)

へ
て
歩(

か
ち)

よ
り
龍
田
に
赴

く
。
其
の
路
狭(

さ)

く
険(

さ
か)

し
く
し
て
、
人
並
み
に
行
く
こ
と
を
得
ざ
り
し
か
ば
、
や
が

て
還
り
て
、
更(

ま
た)

東
の
方
膽
駒
山
を
踰(

こ)

え
て
、
中
洲
に
入
ら
む
と
欲
ひ
給
ひ
き
。
時

に
長
髄
彦
聞
き
て
曰
ひ
し
く
『
夫
、
天
つ
神
の
子
等
来
で
ま
し
し
所
以(

ゆ
ゑ)

は
、
必
ず
我

が
國
を
奪
は
む
と
に
あ
ら
む
』
と
云
ひ
て
、
盡(

尽
＝
ふ
つ)

に
属
兵
を
起
し
て
、
孔
舎
衛
坂

に
徼(

む
か)

へ
て
與(

と
も)

に
會
ひ
戦
ひ
し
に
、
流
れ
矢
あ
り
て
五
瀬
の
命
の
肱
脛(

ひ
じ
は

ぎ)

に
中
れ
り
、
皇
師(

み
い
く
さ)

進
み
戦
ふ
こ
と
能
は
ざ
り
き
。
天
皇
憂
ひ
給
ひ
て
、
す
な

は
ち
神
策(

は
か
り
ご
と)

を
冲
衿(

み
こ
こ
ろ
の
う
ち)

に
運(

め
ぐ
る)

し
給
ひ
、
宣
り
給
ひ
し

く
『
今
我
は
是
日
の
神
の
子
孫
と
し
て
、
日
に
向
ひ
て
虜(

あ
だ)

を
征(

う)

ち
し
は
、
此
天
の

道
に
逆(

さ
か)

れ
り
。
退
き
還
り
て
弱
き
こ
と
を
示
し
、
神
祇(

あ
ま
つ
や
し
ろ)

を
禮(

ゐ
は)

ひ
祭
り
て
、
背
に
日
神
の
威(

い
き
ほ
ひ)

を
負
ひ
て
、
影
の
ま
に
ま
襲
ひ
踏
ま
む
に
は
若(

し)

か
じ
。
此
く
の
如
く
な
ら
ば
、
刃
に
血
ぬ
ら
ず
し
て
、
虜(

あ
だ)

必
ず
自
か
ら
敗
れ
な
む
』

と
宣
り
給
ひ
し
か
ば
、
み
な
『
然
り
』
と
曰
し
き
。
す
な
は
ち
軍(

い
く
さ)

を
引
き
て
還
り

給
ひ
し
に
、
虜(

あ
だ)

も
亦
敢
へ
て
逼(

せ)

め
ざ
り
き
。
却
き
て
草
香
の
津
に
至
り
、
盾
を
植

(

た)

て
て
雄
誥(

を
た
け)

り
給
ひ
き
。
因
り
て
其
の
津
を
號
け
て
、
盾
津
と
曰
ふ
。 

五
月
丙
寅
朔
癸
酉
日
、
軍
、
茅
淳
の
山
城
の
水
門(

亦
の
名
は
山
の
井
の
水
門)

に
至
り
給
ひ

き
。
時
に
五
瀬
の
命
の
矢
の
瘡(

き
ず)

痛
み
給
ふ
こ
と
甚
し
。
す
な
は
ち
剱
の
柄
を
撫(

と
り

し
ば)

り
て
、
雄
誥(

お
た
け
び)

し
給
ひ
し
く
『
慨(

う
れ
た)

き
か
や
。
大
丈
夫(

ま
す
ら
を)

に

し
て
、
虜(
や
っ
こ)

が
手
に
傷
つ
け
ら
え
て
、
報
い
ず
し
て
死
な
む
こ
と
』
と
宣
り
給
ふ
。

時
の
人
其
の
處
を
號
け
て
、
雄
の
水
門
と
曰
ふ
。
進
み
て
紀
伊
国
の
竈
山
に
到
り
て
、
五
瀬

の
命
、
薨(

か
む
さ)

り
給
ひ
き
。
因
り
て
竈
山
に
葬
め
奉
り
き
。 

 



 
龍
田
地
名
は
関
西
で
は
奈
良
県
斑
鳩
町
に
あ
る
。
日
本
書
紀
の
「
神
武
東
征
」

記
事
で
は
生
駒
山
は
龍
田
の
東
に
あ
る
の
に
、
関
西
生
駒
山
は
斑
鳩
町
龍
田
地
区

か
ら
見
て
北
西
に
位
置
す
る
。
こ
ん
な
大
き
な
違
い
を
、
な
ぜ
放
置
す
る
の
だ
ろ

う
。
龍
田
地
名
の
検
討
は
最
後
の
項
に
ま
わ
す
。 

 

次
に
登
美
・
鳶(
磐
余)

を
本
拠
地
と
す
る
那
賀
須
泥
毘
古(

長
髄
彦)

に
、
孔
舎

衛
坂
で
撃
退
さ
れ
た
神
武
軍
は
兄
五
瀬
命
が
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
、
茅
淳
の
山
城

の
水
門
ま
で
撤
退
し
、
紀
伊
国
の
竈
山
に
兄
五
瀬
命
を
弔
う
。
そ
の
紀
伊
国
と
竈

山
が
仁
徳
天
皇
代
に
登
場
す
る
。 

仁
徳
四
年
春
二
月
、
『
朕
高
台
に
登
り
て
遠
く
望
む
に
、
烟
気(

け
ふ
り)

域(

く
に)

の
中
に
起

た
ず
。
お
も
ふ
に
百
姓
既
に
貧
し
く
し
て
家
に
炊(

い
ひ
か
し)

ぐ
者
無
き
か
。
朕
聞(

き)

か
く

は
、
古
の
聖
王
の
世
に
は
、…

家
々
に
廉(
や
す)
ら
け
き
哉
と
い
ふ
歌
あ
り
き
。
今
朕
億
兆

(

お
ほ
み
た
か
ら)

に
臨
み
て
こ
こ
に
三
年
に
な
り
ぬ
。
頌
音(

歌
声)

聞
こ
え
ず
炊
烟
い
よ
い
よ

疎(

ま
は)

ら
な
り
。…

今
ゆ
後
三
年
に
至
る
ま
で
、
こ
と
ご
と
く
課
役
を
除(

や)

め
て
百
姓
の

苦
し
み
を
息(

い
こ)

へ
』
と
宣
り
給
ひ
き
。…

三
稔
の
間
に
百
姓
富
寛(

ゆ
た
か)

に
頌
徳(

た

た
へ
ご
と)

既
に
満
ち
て
、
炊(

い
ひ
か
し)

ぐ
烟
の
亦
繁
か
り
き
。 

仁
徳
三
十
年
九
月
、
皇
后
紀
の
国
に
遊
行
し
熊
野
の
岬
に
到
り
、
其
処
の
御
綱
葉(

柏)

を
取

り
て
還
り…

。
時
に
皇
后
、
難
波
の
済
に
到
り
て…

御
綱
葉
を
海
に
投(
い)
れ…

、
天
皇
、

親(

み
ず
か)

ら
大
津
に
幸
し
、
皇
后
の
船
を
待
ち
給
ひ…

。
時
に
皇
后
、
大
津
に
泊
て
給
は

ず
し
て
、
江
を
上
り
、
山
背
よ
り
廻
り
て
倭
に
向
ひ
き
。 

 

仁
徳
天
皇
が
難
波
の
高
台
か
ら
難
波
の
家
々
を
眺
め
、
竈(

か
ま
ど)

か
ら
烟
気

(

け
む
り)

が
立
っ
て
い
な
い
と
嘆
く
。
難
波
の
高
台
と
竈(

か
ま
ど)

、
こ
れ
が
竈

山
の
語
源
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
難
波
天
皇
仁
徳
の
皇
后
が
紀
の
国
に
遊
行
し
、

帰
り
に
「
難
波
の
済
」
に
至
る
。
難
波
は
津
屋
崎
湊
に
比
定
し
て
い
る
の
で
、
津

屋
崎
湊
の
向
か
い
、
津
屋
崎
渡
地
区
が
紀
の
国
・
紀
伊
国
と
な
る
。
当
時
津
屋
崎

渡
地
区
は
陸
地
と
離
れ
た
島(

前
図)

。
そ
し
て
紀
伊
国
＝
津
屋
崎
渡
地
区
で
一
番

高
い
山
大
峰
山
が
竈
山
と
思
わ
れ
る
。 

 

熊
野
高
倉
は
岡
垣
町
高
倉
神
社 

 

六
月
乙
未
朔
丁
巳
日
、
軍
、
名
草
の
邑
に
至
り
て
、
名
草
戸
畔
と
云
ふ
者
を
誅
ち
き
。
遂
に

狭
野
を
越
え
て
熊
野
の
神
邑
に
到
り
、
且(

す
な
は
ち)

天
の
磐
盾
に
登
り
て
、
仍(

よ)

り
て
軍

を
引
き
て
漸(

よ
う
よ
う)

に
進
み
し
に
、
海
の
中
に
し
て
卒(

に
は
か)

に
暴
風
に
遇
ひ
、
皇
舟

(

み
ふ
ね)

漂
蕩(

た
だ
よ)

ひ
き
。
時
に
稲
飯(

い
な
ひ)

の
命
す
な
は
ち
歎
き
宣
り
給
ひ
し
く

『
あ
あ
吾
が
祖(

み
お
や)

は
天
つ
神
、
母
は
海
神
に
ま
し
ま
す
。
如
何
に
ぞ
は
我
を
陸
に
た

し
な
め
、
復
我
を
海
に
た
し
な
む
や
』
と
云
ひ
訖(

を)

へ
て
、
す
な
は
ち
剱
を
抜
き
、
海
に

入
り
て
鋤(

さ
ひ)

持
の
神
と
化
為
り
き
。
三
毛
入
野
の
命
、
亦
恨
み
て
宣
り
給
ひ
し
く
、『
我

が
母
と
姨
と
は
、
並
是
海
神
に
ま
し
ま
す
。
何
為(

い
か)

に
ぞ
、
波
を
起
こ
し
て
溺
ら
す

や
』
と
云
ひ
て
浪
の
秀(

ほ)

を
踏
み
て
、
常
世
の
郷
に
往
で
ま
し
き
。
天
皇
獨
り
、
皇
子
手

研
耳(

た
ぎ
し
み
み)

の
命
と
軍
を
帥(

ひ
き)

ゐ
て
進
み
、
熊
野
の
荒
坂
津(

丹
敷
の
浦)

に
至

り
、
因
り
て
丹
敷(

に
し
き)

戸
畔
と
云
ふ
者
を
誅
ち
給
ひ
き
。
時
に
神
、
毒
気
を
吐
き
て
、

人
物
咸(

こ
と
ご
と)

に
瘁(

疲
＝
を)

え
き
。
是
に
由
り
て
皇
軍(

み
い
く
さ)

復
起
つ
こ
と
能
は

ざ
り
き
。
時
に
彼
處
に
人
あ
り
。
號
を
熊
野
の
高
倉
下
と
曰
ふ
。
忽(

た
ち
ま
ち)

に
夜
夢
み
ら

く
、
天
照
大
神
、
武
甕
雷
の
神
に
謂
り
給
ひ
け
ら
く
、『
夫
葦
原
の
中
つ
國
は
猶
騒(

さ
や)

げ

り
な
り
。
宜(

う
べ)

、
汝(

い
ま
し)

往
き
て
征
て
』
と
。
武
甕
雷
の
神
、
對
へ
曰
し
け
ら
く

『
予(

や
つ
が
り)

行
か
ず
と
も
、
予
が
國
を
平
け
し
剱
を
下
さ
ば
、
國
自
ら
平
け
な
む
』
と

申
し
し
か
ば
、
天
照
大
神
『
諾(

う
べ)

な
り
』
と
宣
り
給
ひ
き
。
時
に
武
甕
雷
の
神
高
倉
下

に
謂(

か
た)

り
て
宣
り
給
は
く
、『
予
が
剱
を
號
け
て
韴(

ふ
つ)

靈(

み
た
ま)

と
曰
ふ
。
今
汝
が

倉
に
置
く
べ
し
。
宜(

う
べ)

取
り
て
天
孫
に
献
れ
』
と
宣
り
給
ひ
き
。
高
倉
下
『
唯
唯(

お

お)

』
と
曰
す
と
見
て
寤(

さ)

め
き
。
明
旦
、
夢
の
中
の
教
へ
に
よ
り
て
倉
を
開
き
て
視
る

に
、
果
し
て
落
ち
た
る
剱
あ
り
て
、
倒(

さ
か
し
ま)

に
倉
の
底(

し
き)

板
に
立
て
り
し
か
ば
、

や
が
て
取
り
て
進(

た
て
ま
つ)

り
き
。
時
に
天
皇
、
適(

よ)

く
寝(

み)

ね
ま
せ
り
。
忽
ち
に
寤

(
さ)
め
宣
り
給
ひ
し
く
、『
予
何
ぞ
此(

か)

く
長
眠(

い)

し
つ
る
』
と
宣
り
給
ひ
き
。
尋(

つ)

ぎ

て
毒
に
中(

あ
た)

り
し
士
卒
、
悉(

ふ
つ
く)

に
復(

ま
た)

醒
め
て
起
ち
き
。
既
に
し
て
皇
師(

み

い
く
さ)
、
中
洲
に
趣
か
む
と
欲
ひ
て
、
而
も
山
の
中
嶮
絶(

さ
か)

し
く
、
復
行
く
べ
き
路
無

か
り
き…

。
時
に
夜
夢
み
給
ひ
て
天
照
ら
す
大
神
天
皇
に
訓(

を
し)

へ
ま
つ
り
て
『
朕
今
頭

八
咫(

や
た)

烏
を
遣(
つ
か
は)

さ
む
。
宜
く
郷(

く
に)

の
導
き
者
と
為
せ
』
と
宣
り
給
ひ
き
。

果
し
て
頭
八
咫
烏
あ
り
て
、
空
よ
り
翔
び
降
り
き
。
天
皇
『
此
の
烏
の
来
た
る
こ
と
、
自
か

ら
祥(

よ)

き
夢
に
叶
へ
り
。
大
き
な
る
か
も
、
赫(

さ
か)

り
な
る
か
も
、
我
が
皇
祖
天
照
大



神
、
基
業(

あ
ま
つ
わ
ざ)

を
助
け
成
さ
む
と
欲
せ
る
か
』
と
宣
り
給
ひ

き
。
是
の
時
大
伴
の
遠
祖
日
臣(

ひ
の
お
み)

の
命
、
大
来
目
の
督
将(

い
く

さ
き
み)
と
し
て
元
戎(

つ
は
も
の)

を
帥
ゐ
て
、
山
を
踏
み
啓(

み
ち
ひ
ら)

き
行
き
て
、
す
な
は
ち
烏
の
向
へ
る
ま
に
ま
、
仰
ぎ
視
て
追
ひ
、
遂
に
菟

田
の
下
つ
縣
に
達
り
き
。
因
り
て
其
の
至
れ
り
し
處
を
號
け
て
、
菟
田
の

穿
の
邑
と
曰
ふ
。
時
に
勅
し
て
日
臣
の
命
を
誉
め
て
『
汝(

い
ま
し)

忠
あ

り
て
且
つ
勇
め
り
。
ま
た
能
く
導
き
の
功
あ
り
。
是
以
ち
て
汝
が
名
改
め
道
臣
と
為
せ
』
と

宣
り
給
ひ
き
。 

 

（
日
本
書
紀
） 

  

次
に
登
場
す
る
名
草
地
名
だ
が
、
日
本
書
紀
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
記
事
で
宗
像

大
神
の
名
と
紹
介
さ
れ
る(

注)

の
で
、
宗
像
市
神
湊
と
考
え
る
。
し
か
も
神
湊
の

近
く
に
草
崎
が
あ
る
。 

【
注
】
日
本
書
紀
神
功
三
韓
征
伐
に
「
遣
磯
鹿
海
人
名
草
而
令
視
、
数
日
還
之
曰
、
西
北
有

山
帯
雲
横…

」、
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
「
然
而
新
羅
国
服
給…

亦
大
神
社
奉
定
而
祝
志
加

之
奈
具
佐
」
と
記
さ
れ
、『
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
』
に
「
志
賀
嶋
明
神
、
其
時
者
磯
良
丸
、
姓

安
曇
、
海
中
於
栖
、
時
々
陸
地
出
来
。…

梶
取
安
曇
磯
良
也
、
対
馬
島
着
給
、
天
為
豊
姫
御

使
遣
龍
宮
城
、
乾
珠
満
珠
二
顆
珠
於
借
給
。
」
「
高
磯
強
石
将
軍
也
、
捧
御
長
手
来
給
、
于
時

武
内
大
臣
赤
白
二
流
之
旗
織
持
」
と
記
す
。(

日
本
国
家
成
立
の
研
究
・
田
中
卓)  

 

 

そ
し
て
次
に
登
場
す
る
狭
野
は
万
葉
集
で
歌
わ
れ
る
「
狭
野
」
で
、
神
之
埼
＝

鐘
崎
の
京
泊
に
あ
た
る
。
鐘
ノ
岬
も
昔
島
だ
っ
た
の
で
、
鐘
崎
織
幡
神
社
に
行
く

と
き
「
狭
野
乃
渡
」(

現
在
の
鐘
崎
祓
川
付
近)

を
船
で
渡
っ
た
。 

苦
し
く
も
零
り
来
る
雨
か
神
之
埼
狭
野
乃
渡
に
家
も
有
ら
な
く
に(

二
六
五) 

秋
風
乃
寒
き
朝
開
を
佐
農
の
岡
超
ゆ
ら
む
公
に
衣
貸
さ
ま
し
を(

三
六
一) 

 

こ
こ
ま
で
「
竈
山(

津
屋
崎
渡
地
区) →

名
草(

神
湊) →

狭
野(

鐘
崎)

」
と
再
び
東

行
し
て
い
る
の
で
、「
天
の
磐
盾
」
は
鐘
崎
の
東
山
＝
湯
川
山(

標
高
四
七
一
㍍)

。

そ
し
て
「
熊
野
・
高
倉
下
」
を
岡
垣
町
吉
木
の
高
倉
神
社
に
比
定
す
る
。
高
倉
神

社
に
は
神
武
天
皇
ご
本
人
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
古
墳
時
代
の
貝
塚
が
あ

り
、
汐
入
川
に
そ
っ
て
海
が
湾
入
し
、
こ
こ
ま
で
船
で
来
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

吉
野
の
河
尻 

 

是
の
後
、
天
皇
吉
野
の
地
を
省(

み)

む
と
欲(

お
も
は)

し
て
、
菟
田
の
穿
の
邑
よ
り
親(

み
ず

か)

ら
軽
け
き
兵
を
率
て
巡
り
幸
し
き
。
吉
野
に
至
り
ま
し
し
時
、
人
あ
り
て
井
の
中
よ
り
出

で
た
り
。
光
り
て
尾
あ
り
。
天
皇
『
汝
は
何
人
ぞ
』
と
問
ひ
て
、
對
へ
て
『
臣
は
國
つ
神
に

し
て
、
名
を
井
光
と
い
ふ
』
と
申
し
き
。
此
は
吉
野
の
首
部(

お
び
と)

が
始
祖
な
り
。
更
に

少
し
く
進
み
給
ひ
し
に
亦
尾
あ
り
て
磐
石
を
披(

お
し
は)

け
て
出
づ
る
者
あ
り
。
天
皇
『
汝

は
何
人
ぞ
』…

。
此
は
吉
野
國
樔
部(

く
ず
ら)

が
始
祖
な
り
。
水(

か
は)

に
縁(

そ)

ひ
て
西
に

行
き
給
ふ
に
及
び
て
、
梁
作(

う)

ち
て
取
魚(

す
な
ど
り)

す
る
者
あ
り
。
此
は
阿
太
の
養
鸕(

う

か
ひ)

部
が
始
祖
な
り
。 

九
月
菟
田
の
高
倉
山
の
嶺
に
登
り
給
ひ
て
城
中
を
瞻
望(

お
せ
り)

み
給
ひ
き
。
時
に
国
見
岳
の

上
に
八
十
梟
帥(

た
け
る)

あ
り
。
又
女
坂
に
女
軍
を
置
き
、
男
坂
に
男
軍
を
置
き
、
墨
坂
に

熾(

お
こ)

し
炭
を
置
き
き
。
復
兄
磯
城
の
軍
あ
り
て
、
磐
余
の
邑
に
布
き
満(

い
は)

め
り
。
賊

虜(

あ
た)

の
拠
る
所
は
皆
是
要
害
の
地
な
り
。
故
、
道
路(

み
ち)

絶
え
塞(

ふ
さ
が)

り
て
通
る

處
な
か
り
き
。(

日
本
書
紀) 

か
れ
高
木
大
神
の
御
教(

さ
と
し)

の
ま
に
ま
に
、
八
咫
烏
の
後
よ
り
幸
で
ま
し
し
か
ば
、
吉
野

河
の
河
尻
に
到
り
ま
し
き
。
時
に
筌(

う
へ)

を
う
ち
て
魚
取(

す
な
ど
れ)

る
人
あ
り
。
其
の
地

よ
り
踏
み
穿
ち
越
え
て
、
宇
陀
に
幸
で
ま
し
き
。(

古
事
記) 

  

次
に
登
場
す
る
吉
野
の
記
載
が
日
本
書
紀
と
古
事
記
で
異
な
る
。
日
本
書
紀
は

吉
野
を
進
路
よ
り
外
れ
た
場
所
と
す
る
が
、
古
事
記
は
進
路
上
と
す
る
。
吉
野
を

関
西
の
吉
野
と
す
れ
ば
、
吉
野
の
河
尻
は
紀
の
川
の
河
口
＝
和
歌
山
港
と
な
る
。

こ
れ
で
は
熊
野
に
向
か
っ
た
軍
隊
が
元
の
場
所
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
矛
盾
を

解
決
す
る
に
は
、「
吉
野
の
河
尻
」
を
河
口
と
せ
ず
、
吉
野
川
が
ほ
か
の
川
と
合

流
す
る
場
所
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

神
武
東
征
の
吉
野
山
は
高
倉
神
社
の
真
西
に
あ
る
孔
大
寺
山(

四
九
九
㍍)

。
孔

大
寺
山
の
東
側
ふ
も
と
に
孔
大
寺
神
社
が
あ
り
、
高
倉
神
社
と
同
緯
度
線
上
に
あ

る
。
こ
の
孔
大
寺
神
社
が
吉
野
本
宮
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
吉
野
河
は
孔
大
寺
山

の
ふ
も
と
を
流
れ
る
樽
見
川
。
樽
見
川
は
垂
見
峠
を
源
流
に
、
宗
像
方
面
へ
と
流



れ
下
る
。
そ
し
て
向
田
野
地
区
で
氏
川(

注)

候
補
の
田
野
川
と
合
流
す
る
。
だ
か

ら
こ
の
向
田
野
地
区
が
「
吉
野
の
河
尻
」「
簗(

や
な)

を
う
ち
て
魚
取
る
」
場
所
、

阿
太
で
あ
る
。
人
麻
呂
も
「
氏
川
に
魚
取
り
の
網
代(

阿
白)

を
か
け
る
」
と
詠
ん

で
い
る
。
こ
こ
で
阿
太
地
名
を
詠
ん
だ
万
葉
歌
と
一
緒
に
紹
介
す
る
。 

物
乃
部
の 

八
十
氏
河
乃 

阿
白
木
に 

い
さ
よ
ふ
浪
の 

去
邊
知
ら
ず
も(

二
六
四) 

安
太
人
の 

簗
打
ち
渡
す 

瀬
を
速
み 

心
は
念
へど 

直
に
相
ぬ
鴨(

二
六
九
九) 

是
川
の 

水
泡
逆
巻
き 
行
く
水
の 

事
反
ら
ず
ぞ 

思
ひ
始
め
た
る(

二
四
三
〇) 

物
部
の
八
十
氏
人
も
吉
野
川 

絶
ゆ
る
こ
と
な
く 

仕
へ

つ
つ
見
む(
四
一
〇
〇) 

 

万
葉
集
で
も
「
安
太
人
の
簗
打
ち
渡
す
」と
詠
ん
で
い
る
。

阿
白
木
は
川
の
瀬
に
杭
打
ち
し
竹
網
な
ど
を
仕
掛
け
る
こ
と
。

な
お「
是
川
」と
書
い
て「
氏
川
」と
読
む
。
そ
し
て
大
伴
家
持
が

「
八
十
氏
人
も
吉
野
川
仕
へ
つ
つ
見
む
」と
、
氏
川
が
吉
野
川

の
下
流
に
あ
た
る
と
示
唆
す
る
。 

 

次
に
登
場
す
る
菟
田
の
高
倉
山
は
現
在
の
吉
田
山
。
眼

下
に
宗
像
大
社
の
地
、
田
島
・
深
田
地
区
が
見
え
る
。
宗
像
大
社
の
あ
る
こ
の
深

田
地
区
が
磐
余
で
あ
る
。 

【
注
】
淡
海
の
海
瀬
田
の
済
に
潜
く
鳥 

田
上
過
ぎ
て
菟
道
に
捕
へ
つ(

日
本
書
紀
・忍
熊
王) 

 

日
向
は
三
輪
神
社 

  

次
に
日
本
書
紀
の
日
向
を
検
討
す
る
。
実
は
奈
良
県
の
大
神(

三
輪)

神
社
の
山

頂(

現
在
高
宮
神
社
が
あ
る)

に
、
昔
神
坐
日
向(

み
わ
に
ま
す
ひ
む
か
い)

神
社
が

あ
っ
た(

現
在
は
敷
地
内
に
移
動)

。
し
か
も
大
神
神
社
の
初
代
神
主
が
オ
オ
タ
タ

ネ
コ(

大
田
田
根
子)

。
し
た
が
っ
て
日
向
は
三
輪
神
社
の
存
在
す
る
地
。
そ
こ
で

大
田
田
根
子
の
記
紀
説
話=

箸
墓
伝
説
を
紹
介
す
る
。 

倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
、
大
物
主
の
神
の
妻
と
為
り
給
ひ
き
。
然
る
に
そ
の
神
常
に
昼
は
見
え

ず
し
て
、
夜
の
み
来
ま
せ
り
。
倭
迹
迹
姫
命
、
夫(

せ
な)

に
語
り
給
ひ
し
く
『
君
常
に
昼
は

見
え
ま
さ
ね
ば
、
分
明(

あ
き
ら
か)

に
其
の
尊
顔
を
視
る
こ
と
を
得
ず
。
願
は
し
く
は
暫
し

留
り
給
ひ
ね
。
明
け
む
旦
に
、
仰
ぎ
て
美
麗
し
き
御
容
姿
を
観
ま
く
欲
ふ
』
と
曰
し
給
ふ
。

大
神
對
へ
給
ひ
し
く
『
言
理(

こ
と
は
り)

灼
然(

い
や
ち
こ)

な
り
、
吾
明
け
む
旦
に
汝
が
櫛
笥

に
入
り
て
居
ら
む
。
願
は
く
は
吾
が
形
に
な
驚
き
ま
し
そ
』
と
曰
ひ
給
ひ
き
。
こ
こ
に
倭
迹

迹
姫
命
、
心
の
裏
に
密
に
異(

あ
や
し)

み
給
ひ
、
明
く
る
を
待
ち
て
櫛
笥
を
見
れ
ば
、
美
麗

し
き
小
蛇
あ
り
。
其
の
長
さ
太
さ
衣
紐
の
如
く
な
り
し
か
ば
、
驚
き
て
叫
び
啼
き
給
ひ
き
。

時
に
大
神
恥
じ
て
人
の
形
に
化
り
、
其
の
妻
に
謂
り
給
ひ
し
く
、『
汝
、
忍
び
ず
て
、
吾
に
羞

見
せ
つ
。
吾
還
り
て
汝
に
羞
見
せ
む
』
と
宣
り
て
、
仍
り
て
大
虚(

お
ほ
ぞ
ら)

を
践(

ふ)

み
て

御
諸
山
に
登
り
給
ひ
き
。
こ
こ
に
倭
迹
迹
姫
命
、
仰
ぎ
見
て
悔
い
て
急
居(

つ
き
う)

。
箸
に

て
陰
を
衝
き
て
薨
り
ま
し
き
。
す
な
は
ち
大
市
に
葬
め
ま
つ
り
き
。
故
時
の
人
、
其
の
墓
を

号
け
て
箸
墓
と
謂
ひ
き
。
是
の
墓
は
日
は
人
作
り
、
夜
は
神
作
り
き
。
故
大
坂
の
山
の
石
を

運
び
て
造
る
に
、
山
よ
り
墓
に
至
る
ま
で
人
民
相
継
ぎ
て
手
ご
し
に
し
て
運
び
き
。(

Ａ) 

 

日
本
書
紀
の
三
輪
神
社
に
ま
つ
わ
る
説
話
で
、
倭
迹
迹
姫
命
が
見
知
ら
ぬ
男
と

恋
に
陥
り
、
そ
の
男
が
明
く
る
朝
蛇
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
て
陰
を

箸
で
突
い
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
箸
墓
古
墳
説
話
が
紹
介
さ
れ
る
。
で
は
古

事
記
で
は
ど
う
紹
介
さ
れ
る
か
。 

活
玉
依
毘
売
、
そ
の
容
姿(

か
た
ち)

端
正(

う
る
は)

し
く
あ
り
き
。
こ
こ
に
壮
夫
あ
り
て
、
そ

の
形
姿
威
儀(

す
が
た
よ
そ
ほ
ひ)

時
に
比
無
き
が
、
夜
半
の
時
に
た
ち
ま
ち
到
来
つ
。
故
、

相
感(

め)

で
て
共
婚(

ま
ぐ
は)

ひ
し
て
共
住
め
る
間
に
、
未
だ
幾
時
も
あ
ら
ね
ば
、
そ
の
美
人

妊
身
み
ぬ
。
こ
こ
に
父
母
そ
の
妊
身
み
し
き
事
を
恠
し
み
て
、
女
に
問
ひ
て
曰
く
、『
汝
は
自

ら
妊
み
ぬ
。
夫
無
き
に
何
由
か
妊
身
め
る
』
と
い
へ
ば
、
答
へ
て
曰
く
『
麗
美
し
き
壮
夫
あ

り
て
、
そ
の
姓
名
も
知
ら
ぬ
が
、
夕
毎
に
到
来
て
共
住
め
る
間
に
、
自
然
懐
妊
み
ぬ
』
と
曰

ひ
き
。
父
母
、
そ
の
人
を
知
ら
む
と
欲
ひ
て
、
女
に
誨(

お
し)

へ
て
曰
く
『
赤
土
を
床
の
前

に
散
ら
し
、
巻
子
紡
麻(

へ
そ
の
を)

を
針
に
貫
き
て
、
そ
の
衣
の
裾
に
刺
せ
』
と
曰
ひ
き
。

故
、
教
へ
の
如
く
し
て
旦
時
に
見
れ
ば
、
針
著
け
し
麻(

を)

は
、
戸
の
鉤
穴
よ
り
控(

ひ)

き
通

り
出
で
て
、
遺
れ
る
麻
は
三
勾
な
り
き
。
こ
こ
に
鉤
穴
よ
り
出
で
し
状(

さ
ま)

を
知
り
て
、

糸
の
従(

ま
に
ま)
に
尋
ね
行
け
ば
、
美
和
山
に
至
り
て
神
の
社
に
留
ま
り
き
。
故
、
神
の
子

と
知
り
ぬ
。
麻
の
三
勾
遺
り
し
よ
り
、
其
地
を
名
づ
け
て
美
和
と
謂
ふ
な
り
。(

Ｂ) 

 

古
事
記
で
は
姫
が
死
ぬ
こ
と
は
な
く
、
へ
そ
の
を
を
針
に
貫
き
男
の
衣
の
裾
に

刺
し
た
と
こ
ろ
、
針
に
著
け
た
麻(

を)

が
鉤
穴
よ
り
外
に
出
て
美
和
山
に
至
っ
た



と
い
う
話
で
、
へ
そ
の
麻(

を)

が
三
輪
残
っ
た
の
で
三
輪
と
名
付
け
た
と
い
う
三

輪
地
名
説
話
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
針
・
麻
と
箸
墓
を
裁
縫
と
深
く
関
係
す
る

地
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
次
は
大
田
田
根
子
が
登
場
す
る
三
輪
山
説
話
で
あ
る
。 

『
昨
の
夜
の
夢
に
、
一
人
の
貴
人
あ
り
て
誨
へ
け
ら
く
、
大
田
田
根
子
の
命
を
、
大
物
主
の

大
神
を
祭
る
主
と
し
、
亦
市
磯(

い
ち
し)

長
尾
市
を
、
倭
の
大
國
魂
の
神
を
祭
る
主
と
為
さ

ば
、
必
ず
天
下
太
き
に
平
ぎ
な
む
と
申
し
つ
』
と
申
し
き
。
天
皇
、
夢
の
辞
を
得
て
、
益
々

心
に
歓(

よ
ろ
こ)

び
給
ひ
、
布(

あ
ま
ね)

く
天
下
に
告
り
て
大
田
田
根
子
を
求(

ま)

ぎ
給
ひ
し

か
ば
、
や
が
て
茅
淳
の
縣
の
陶
邑
に
大
田
田
根
子
を
得
て
貢(

た
て
ま
つ)

り
き
。
天
皇
す
な

は
ち
、
親(

み
ず
か)

ら
神
浅
茅
原
に
臨(
い)

で
ま
し
て
、
諸
の
王
卿
と
八
十
諸
部
と
を
會
へ

て
、
大
田
田
根
子
に
『
汝
は
誰
が
子
ぞ
』
と
問
ひ
給
ひ
き
。
對
て
曰
く
『
父
ぞ
大
物
主
の
大

神
と
曰
ひ
、
母
を
活(

い
く)

玉
依
媛
と
曰
ひ
て
、
陶
津
耳
の
女
な
り
』
と
申
し
き
。
亦
は
奇

日(

く
し
ひ)

方
天
つ
日
方
、
武
茅
淳
祇(

た
け
ち
ぬ
つ
み)

の
女
な
り
と
も
云
へ
り
。
天
皇
宣
り

給
ひ
し
く
、『
朕
栄
楽
え
む
か
も
』
と
宣
り
給
ひ
て
、
す
な
は
ち
物
部
連
の
祖
伊
香
色
雄
を
し

て
、
神
の
班
物(

あ
か
つ
も
の)

者(

ひ
と)

と
為
む
と
い
ふ
に
吉
か
り
き
。(

日
本
書
紀) 

駅(

は
ゆ
ま)

使
ひ
を
四
方
に
班(

あ
か)

ち
て
、
意
富
多
多
泥
古
と
謂
ふ
人
を
求
め
た
ま
ひ
し

時
、
河
内
の
美
努
村
に
そ
の
人
を
見
得
て
貢
進(

た
て
ま
つ)

り
き
。
こ
こ
に
天
皇
問
ひ
給
は

く
、
「
汝
、
誰
が
子
ぞ
」。
答
へ
て
曰
く
「
僕
は
大
物
主
の
大
神
、
陶
津
耳
の
命
が
女
、
活
玉

依
毘
賣
を
娶
し
て
生
ま
せ
る
、
僕
意
富
多
多
泥
古
」
と
ま
を
し
き
。(

古
事
記)
（
Ｃ
） 

 

大
田
田
根
子(

意
富
多
多
泥
古)

が
活
玉
依
毘
賣
の
子
と
紹
介
さ
れ
る
の
で
、
古

事
記
三
輪
伝
説
の
一
世
代
後
の
話
と
な
る
。
す
な
わ
ち
記
紀
の
三
輪
説
話
は
「
Ｂ

→

Ｃ→

Ａ
」
の
順
で
あ
る
。
だ
か
ら
大
田
田
根
子
は
市
磯(

い
ち
し)

長
尾
市
＝
箸

墓
古
墳
に
呼
ば
れ
る
前
、
茅
渟
縣
の
陶
邑(

記
＝
河
内
の
美
努
村)

に
居
た
こ
と
に

な
る
。
茅
渟
縣
は
五
瀬
命
の
死
ん
だ
場
所(

茅
渟
の
山
城)

。
そ
こ
が
大
田
田
根
子

の
最
初
の
三
輪
神
社(

日
向)

。
結
果
、
津
屋
崎
大
峰
山
が
最
初
の
日
向
地
区
三
輪

山
と
な
る
。
だ
か
ら
津
屋
崎
大
峰
山
が
神
武
東
征
の
出
発
地
で
あ
る
可
能
性
が
浮

上
す
る
。 

  

実
は
三
輪
山
伝
説
は
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
。
古
事
記
は
神
武
天
皇
の
后
比
賈
多

多
良
伊
須
気
余
理
比
賈
を
三
輪
神
の
子
と
紹
介
す
る
。 

三
島
溝
咋
の
女
勢
夜
陀
多
良
比
賣
、
そ
の
容
姿
麗
美
し
き
。
故
美
和
の
大
物
主
神
見
感
で
て

丹
塗
矢
に
化
り
て
そ
の
美
人
の
陰
を
突
き
き
。
美
人
驚
き
て
立
走
り
い
す
す
き
き
。
す
な
は

ち
そ
の
矢
を
も
ち
来
て
床
の
邊
に
置
け
ば
、
忽
ち
麗
し
き
壮
夫
に
成
り
て
娶
し
て
生
め
る
子

名
は
富
登(

ほ
と)

多
多
良
伊
須
岐
比
賣
命
と
謂
ふ
。
亦
の
名
は
比
賣
多
々
良
伊
須
気
余
理
比

賣
。 

 

古
事
記
は
比
賈
多
多
良
伊
須
気
余
理
比
賈
の
住
ま
い
を
伏
せ
て
い
る
。
そ
れ
に

し
て
も
古
事
記
は
同
様
の
三
輪
山
説
話
を
神
武
と
崇
神
の
二
代
に
記
し
、
平
気
な

顔
を
し
て
い
る
。
二
人
は
ど
ち
ら
も
「
は
つ
く
に
し
ら
す
天
皇
」
だ
か
ら
、
同
一

人
物
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

  

こ
こ
で
津
屋
崎
大
峰
山
を
モ
デ
ル
に
、
日
向
＝
三

輪
山
の
役
割
を
確
認
す
る
。 

 

津
屋
崎
大
峰
山
は
須
玖
岡
本
遺
跡
の
真
北
に
あ

る
。
そ
し
て
田
島
宗
像
大
社
が
太
宰
府
跡
の
真
北
に

位
置
す
る
。
だ
か
ら
大
峰
山
は
弥
生
時
代
三
世
紀
、

宗
像
大
社
は
七
世
紀
に
対
応
す
る
遺
跡
と
推
定
で
き

る
。 

 

そ
の
大
峰
山
山
頂
か
ら
見
て
、
西
側
に
あ
る
相
ノ

島
高
妻
神
社(

糟
屋
郡
新
宮
町
相
島7

3
5
)

に
夏
至
の
太
陽

が
沈
み
、
東
側
津
屋
崎
須
多
田
の
天
降
天
神
社
か
ら

冬
至
の
太
陽
が
昇
る
。
山
は
移
動
し
な
い
が
、
神
社

の
場
所
は
人
が
決
め
ら
れ
る
。
だ
か
ら
大
峰
山
山
頂
か
ら
夏
至
・
冬
至
を
確
認
で

き
る
場
所
に
神
社
を
建
て
た
と
言
え
る(

図
下)

。
す
な
わ
ち
「
日
向
＝
三
輪
山
」

は
季
節
を
確
認
す
る
場
所
。
農
耕
社
会
で
は
と
て
も
大
切
な
役
割
だ
っ
た
は
ず
。 

 

そ
し
て
追
加
す
る
と
、
相
ノ
島
高
妻
神
社
は
宮
地
嶽
神
社
の
参
道
光
る
道
の
延

長
線
上
に
あ
る
。
だ
か
ら
宮
地
嶽
古
墳
に
納
め
ら
れ
た
人
物
と
関
係
の
深
い
女
性

が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
実
は
宮
地
嶽
神
社
も
日
向
三
輪
山
で
あ
る
。
西

夏
至
の
太
陽
が
沈
む
場
所
に
玄
界
島
山
頂(

標
高
二
一
八
㍍)

が
あ
り
、
東
冬
至
の

太
陽
が
昇
る
場
所
に
宗
像
城
山(

標
高
三
六
九
㍍)

が
あ
る
。 



 
さ
ら
に
日
向
を
穿
つ 

  

日
向
は
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
。
さ
ら
に
日
向(

ひ
む
か)

を
掘
り
下
げ
る
。 

応
神
十
三
年
春
三
月
、
天
皇
、
日
向
国
諸
縣
君
牛
諸
井
の
娘
髪
長
媛
を
徴(

め)

さ
し
め
き
。 

一
に
云
は
く
、
日
向
の
諸
県
君
牛
、
朝
廷
に
仕
へ
年
老
い
て
仕
ふ
る
こ
と
能
は
ず
。
本
土(

も

と
つ
く
に)

に
退(

ま
か)

る
。
則
ち
己
が
女
髪
長
媛
を
貢
上
る
。
初
め
て
播
磨
に
至
り
し
時
、

天
皇
淡
路
島
に
幸
し
て
遊
狩
し
た
ま
ふ
。
こ
こ
に
天
皇
、
西
の
か
た
を
望
む
に
、
十
あ
ま
り

の
麋
鹿(

お
ほ
し
か)

海
に
浮
き
て
来
た
れ
り
。
便
ち
、
播
磨
の
鹿
子
の
水
門
に
入
り
き
。
天

皇
、
使
を
遣
は
し
て
察(

み)

さ
し
む
。
使
者
至
り
て
見
る
に
、
皆
人
な
り
。
角
著
け
る
鹿
の

皮
を
衣
服
と
為
せ
る
な
り
。
問
ひ
て
曰
く
「
誰
人
ぞ
」
。
対(

こ
た)

へ
て
曰
く
、「
諸
県
君
牛
、

是
年
老
い
て
致
仕(

ま
か
り
さ)

る
と
雖
も
、
朝(
み
か
ど)

忘
れ
か
ね
つ
れ
ば
、
故
己
が
女
髪
長

媛
を
貢
上
る
」
と
ま
う
す
。 

 

応
神
天
皇
が
淡
路
島
に
行
幸
し
た
時
、
播
磨
の
鹿
子
の
水
門(

み
な
と)

で
鹿
皮

を
着
た
人
々
と
出
会
う
。
そ
れ
が
日
向
国
諸
縣
の
君
牛
諸
井
。
こ
の
応
神
紀
の
諸

県
記
事
よ
り
、
日
向
国
は
淡
路
島
と
判
明
。
す
る
と
津
屋
崎
渡
地
区
は
淡
路
島
に

も
比
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

  

そ
の
日
向
国
諸
県
は
、
景
行
天
皇
代
に
も
登
場
す
る
。 

景
行
十
二
年
八
月
筑
紫
に
幸
し
き
。
九
月
菟
狭
の
川
上
に
屯
結(

い
は)

め
り
。
十
一
月
に
日
向

国
に
到
り
て
行
宮
を
起
て
て
居(

ま)

し
ま
す
。
是
を
高
屋
宮
と
謂
ふ
。 

景
行
十
八
年
三
月
、
天
皇
京
に
向
は
む
と
し
て
筑
紫
の
国
を
巡
狩
し
始
め
て
夷
守
に
到
る
。

是
の
時
石
瀬
の
河
辺
に
人
集(

つ
ど)

へ
り
。
天
皇
、
夷
守
兄
弟
を
遣
は
し
む
。
弟
夷
守
還
り

来
て
曰
さ
く
「
諸
縣
の
君
泉
媛
、
御
食
献
ら
ん
と
し
て
其
の
族(

や
か
ら)

会(

つ
ど)

へ
り
」。 

 

景
行
天
皇
紀
で
は
日
向
を
筑
紫
行
幸
記
事
で
紹
介
し
、
し
か
も
日
向
国
諸
県
や

菟
狭
の
川
上(

宗
像
大
社)

ま
で
紹
介
す
る
。
こ
れ
で
日
向(

ひ
む
か)

諸
県
＝
淡
路

島
は
宗
像
地
方
に
特
定
さ
れ
る
。
し
か
も
景
行
紀
は
「
日
向
高
屋
宮
」
す
な
わ
ち

彦
火
火
出
見
尊
の
墓
地
ま
で
紹
介
す
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
書
紀
は
一
貫
し
て
日

向(

ひ
む
か)

を
天
孫
降
臨
地
と
意
識
し
て
い
る
。
そ
の
降
臨
場
面
を
紹
介
す
る
。 

時
に
高
皇
産
靈
の
尊
、
真
床
追
衾
を
皇
孫
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
に
覆
ひ
て
降(

あ
ま
く
だ)

り
ま
さ
し
め
き
。
皇
孫
乃
ち
天
の
磐
座
を
離(

お
し
は
な)

ち
、
且(

ま
た)

天
八
重
雲
を
排(

を

し)

分
け
て
、
稜
威(

い
つ)

の
道
別
に
道
別
き
て
、
日
向
の
襲
の
高
千
穂
の
峯
に
天
降
り
ま
し

き
。
既
に
し
て
皇
孫
遊
行(

い
で)

ま
す
状
は
、
槵
日
の
二
上
の
天
の
浮
橋
よ
り
浮
渚
在(

う
き

じ
ま
り)

平
処(

た
ひ
ら)

に
立
た
し
て
、
膂
宍(

そ
し
し)

の
空
国
を
頓
丘(

ひ
た
を)

か
ら
国
覓

(

ま)

ぎ
行
去
り
、
吾
田
の
長
屋
の
笠
狭(

長
狭)

の
碕
に
到
り
ま
し
き
。(

一
書) 

時
に
虚
天
に
居
て
生
れ
ま
し
し
児
、
天
津
彦
火
の
瓊
瓊
杵
尊
と
號
す
。
天
津
彦
火
の
瓊
瓊
杵

尊
、
日
向
の
槵
日
の
高
千
穂
の
峯
に
降
到
り
ま
し
て
、
膂
宍
の
胸
副(

そ
ふ)

国
を
頓
丘(

ひ
た

を)

か
ら
国
覓(

ま)

ぎ
行
去
り
、
浮
渚
在
平
地
に
立
つ
。(

二
書) 

 

日
向
は
茅
渟
県
＝
紀
伊
国
竈
山
＝
津
屋
崎
渡
地
区
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

日
向
に
降
臨
す
る
場
面
で
「
膂
宍(

そ
し
し)

の
空
国
」
が
記
さ
れ
る
が
、「
膂
宍

(

そ
し
し)

の
空
国
」
は
仲
哀
天
皇
の
筑
紫
幸
場
面
に
も
登
場
す
る
。 

八
年
秋
九
月
詔
し
て
熊
襲
を
討
た
む
こ
と
を
議(

は
か)

ら
し
め
た
ま
ふ
。
時
に
神
、
皇
后
に

託(

か
か)

り
て
曰
は
く
、「
天
皇
、
何
ぞ
熊
襲
の
服(

ま
つ
ろ)

は
ざ
る
こ
と
を
憂(

う
れ)

へ
た
ま

ふ
。
是
、
膂
宍(

そ
し
し)

の
空(

む
な)

国
。
豈(

あ
に)

、
兵
を
挙(

こ
ぞ)

り
て
伐(

う)

つ
に
足
ら

め
や
。
こ
の
国
に
ま
さ
り
て
宝
有
る
国
、
処
女
の
ま
よ
び
き
の
如
く
し
て
津
に
向
へ
る
国
有

り
。
是
を
𣑥
衾
新
羅
国
と
謂
ふ
。
能
く
吾
を
祭
り
た
ま
は
ば
、
其
の
国
必
ず
自
か
ら
服
は

む
。
復
、
熊
襲
も
服
は
む
。…

」
と
の
た
ま
ふ
。
天
皇
信
じ
給
は
ず
、
強
い
て
熊
襲
を
撃

ち
、
勝
つ
を
得
ず
し
て
還
り
給
ひ
き
。
九
年
二
月
天
皇
忽(

た
ち
ま
ち)

に
病
身(

な
や)

ま
せ
給

ふ
て
、
明
く
る
日
崩
り
給
ひ
き
。 

 

神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
に
つ
な
が
る
話
の
な
か
で
、「
膂
宍(

そ
し
し)

の
空
国
」

が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
「
膂
宍
の
空
国(

む
な
く
に)

」
が
天
孫
降
臨
で
「
膂
宍
の

胸
副(

そ
ふ)

国
」
と
も
記
さ
れ
る
の
で
、
「
宗
像(

胸
方)

に
沿
う
国
」
と
な
る
。
そ

し
て
神
功
皇
后
は
今
も
宮
司
・
宮
地
嶽
神
社
の
主
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
。
そ
し
て

注
目
さ
れ
る
の
が
神
武
天
皇
の
父
彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合
尊
の
墓
地
で
あ
る
。 

彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合
尊
、
其
の
姨
玉
依
姫
を
妃
と
為
し
て
、
彦
五
瀬
の
命
を
生
み
ま
せ

り
。
次
に
稲
飯
の
命
、
次
に
三
毛
入
野
の
命
、
次
に
神
日
本
磐
余
彦
尊
、
す
べ
て
四
男
を
生

み
ま
し
き
。
久
し
く
ま
し
ま
し
て
彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合
尊
、
西
洲
の
宮
に
崩
り
ま
し

ぬ
。
因
り
て
日
向
の
吾
平
の
山
の
上
の
陵
に
葬
め
ま
つ
り
き
。 



 

彦
波
瀲
武
鸕
鶿
草
葺
不
合
尊
の
墓
地
は

「
日
向
の
吾
平
の
山
上
」
と
記
さ
れ
る
が
、

「
西
洲
の
宮
に
崩
ず
る
」
と
あ
る
。
日
向
＝

津
屋
崎
渡
島
は
淡
路
島
。
そ
の
淡
路
島(=

津

屋
崎
渡
島)

が
東
西
二
つ
の
島
に
分
か
れ
て
い

た
こ
と
を
日
本
書
紀
は
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

瀬
戸
内
海
の
淡
路
島
は
三
個
な
い
し
四
個
か

ら
な
る
島
が
一
つ
に
な
っ
た
島
。
一
方
、
津

屋
崎
渡
島
に
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
時
代(

上
図)

が
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い

る
。 

  

以
上
に
よ
り
、
神
武
東
征
の
日
向(

ひ
む
か)
を
、
博
多
湾
岸
か
ら
津
屋
崎
渡
地

区
に
移
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
果
、
神
武
東
征
は
「
津
屋
崎
か
ら
宗
像

ま
で
の
小
旅
行
」
と
な
る
。 

  

龍
田
の
検
討 

  

で
は
最
後
に
龍
田
地
名
の
検
討
を
行
う
。 

夏
四
月
丙
申
朔
甲
辰
日
、
皇
師(

み
い
く
さ)

兵
を
勒(

と
と
の)

へ
て
歩(

か
ち)

よ
り
龍
田
に
赴

く
。
其
の
路
狭(

さ)

く
険(

さ
か)

し
く
し
て
、
人
並
み
に
行
く
こ
と
を
得
ざ
り
し
か
ば
、
や
が

て
還
り
て
、
更(

ま
た)

東
の
方
膽
駒
山
を
踰(

こ)

え
て
、
中
洲
に
入
ら
む
と
欲
ひ
給
ひ
き
。 

上
宮
聖
徳
皇
子
遊
竹
原
井
之
時
龍
田
山
死
人
悲
傷
歌(

巻
三
・
四
一
五) 

家
に
有
ら
ば 

妹
が
手
巻
か
む 

草
枕 

客
に
臥
や
せ
る 

こ
の
旅
人
哀
れ 

推
古
二
十
一
年
十
二
月
、
皇
太
子
片
岡
に
遊
行
し
き
。
飢
ゑ
た
る
者
道
の
ほ
と
り
に
臥(

こ
や)

せ
り
き
。
姓
名
を
問
ひ
給
う
も
言(

ま
う)

さ
ざ
り
き
。
皇
太
子
、
飲
食
を
与
え
、
衣
裳
を
脱

ぎ
て
飢
ゑ
た
る
者
に
覆
ひ
て
『
安
ら
に
臥
せ
』
と
宣
り
給
ふ
。 

し
な
て
る 

片
岡
山
に 

飯
に
飢(

ゑ)

て 

臥
せ
る 

そ
の
旅
人
あ
は
れ 

 

万
葉
集
で
龍
田
山
と
呼
ば
れ
る
地
が
、
日
本
書
紀
で
は
片
岡
山
と
記
さ
れ
る
。 

「
茨
城
里
、
此
よ
り
北
に
高
き
丘
あ
り
。
努
賀
毘
咩(

ぬ
か
ひ
め)

、
室
に
在
り
し
に
、
有
る

人
の
求
婚
に
就
き
て
、
夜
に
来
た
り
て
昼
に
去
る
。
遂
に
夫
婦
に
成
り
て
、
一
夕
に
懐
妊(

は

ら)

み
ぬ
。
産
月
に
至
り
て
、
終
に
小
さ
き
蛇
を
生
む
。…

因
り
て
此
の
峰
に
留
ま
り
き
。
盛

り
し
瓮(

も
た
ひ)

と
甕(

み
か)

は
、
今
も
片
岡
の
村
に
あ
り
。」(

常
陸
国
風
土
記) 

 

そ
の
片
岡
山
が
常
陸
国
風
土
記
に
登
場
す
る
。
実
は
常
陸
国
風
土
記
に
「
筑
波

(

つ
く
は)

の
郡
、
東
は
茨
城
の
郡
、
南
は
河
内
の
郡
、
西
は
毛
野
河
、
北
は
筑
波

岳
也
。
古
老
の
い
へ
ら
く
、
筑
波
の
県
は
、
古
、
紀
の
国
と
謂
ひ
き
。」
の
文
面

が
あ
る
。
こ
の
「
紀
の
国
」
を
日
本
書
紀
や
万
葉
集
の
「
紀
の
国
」
と
し
た
時
、

常
陸
国
風
土
記
の
三
輪
山
伝
説
地
片
岡
村
が
龍
田
山
と
箸
墓
古
墳
に
重
な
る
。
実

は
津
屋
崎
の
世
界
歴
史
遺
産
新
原
奴
山
古
墳
群
の
二
十
二
号
古
墳
頂
上
に
縫
殿
神

社
が
あ
る(

現
在
は
奴
山
の
ふ
も
と
に
移
動)

。
よ
っ
て
こ
の
縫
殿
古
墳
が
箸
墓
と

な
り
、
そ
の
地
新
原
が
龍
田
＝
河
内
茨
木
＝
片
岡
に
比
定
さ
れ
る
。
新
原
地
区
の

西
側
は
旧
津
屋
崎
入
江
の
ほ
と
り
な
の
で
、
片
岡
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。 

 

万
葉
集
の
龍
田
の
歌
も
、
龍
田
が
海
の
近
く
と
想
像
さ
せ
る
。 

春
三
月
諸
卿
大
夫
下
難
波
時
歌(

巻
九
・一
七
四
九
～
五
○) 

白
雲
の 

立
田
山
を 

夕
晩(

く
れ)

に 

打
ち
越
え
去
か
ば 

瀧
の
上
の 

櫻
花
は 

開

き
た
る
は 

落
り
過
ぎ
に
け
り 

含(

ふ
ふ)

め
る
は 

開
き
継
ぎ
ぬ
べ
し 

こ
ち
ご
ち
乃 

花
の
盛
り
に 

在
ら
ね
ど
も 

君
が
三
行
き
は 

今
西
有
る
べ
し 

 

暇(

い
と
ま)

有
ら
ば 

魚
津(

な
づ)

さ
ひ
渡
り 

向
つ
峯(

を)

の 

櫻
の
花
も 

折
ら
ま
し
物
を 

 

龍
田
の
山
で
櫻
花
を
楽
し
む
作
者
が
、
暇
が
あ
っ
た
ら
海

を
渡
っ
て
、
向
か
い
の
峰
の
桜
も
楽
し
め
る
の
に
、
と
歌
っ

て
い
る
。 

風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
た
つ
た
山 

夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
越

ゆ
ら
む(
古
今
集) 

山
風(

あ
ら
し)
吹
く
三
室
の
山
の
紅
葉
葉
は
竜
田
の
川
の
錦

な
り
け
り(

百
人
一
首) 

 

平
安
時
代
の
歌
に
登
場
す
る
「
龍
田
」
の
歌
で
、「
沖
つ

白
波
が
立
つ
山
」「
三
室
山(

三
輪
山)

の
紅
葉
が
流
れ
る

新原２２号 



川
」
と
紹
介
す
る
。
万
葉
歌
よ
り
は
っ
き
り
と
龍
田
の
場
所
を
表
示
し
て
い
る
。

こ
れ
で
、
龍
田
山
は
海
に
近
く
三
輪
山
に
も
近
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。 

 

箸
墓
古
墳
に
比
定
さ
れ
る
新
原
二
十
二
号
古
墳
の
真
東
に
奴
山
が
あ
り
、
そ
の

ふ
も
と
に
現
在
の
縫
殿
神
社
が
あ
る
。
だ
か
ら
三
輪
山
は
奴
山
に
比
定
さ
れ
る
。

万
葉
集
に
歌
わ
れ
る
三
輪
山
で
あ
る
。 

額
田
王
近
江
国
に
下
る
時
井
戸
王
即
ち
作
り
し
和
歌(

巻
一
・
一
七
～
九) 

味(

う)

ま
し
酒 

三
輪
の
山
は 

青
丹
よ
し 

奈
良
の
山
べ
の 

山
際
に 

伊
隠

る
ま
で
に 

道
の
隈 

伊
積
も
る
ま
で
に 

委(

つ
ば
ら)

に
も 

見
つ
つ
行
か
む

を 

し
ば
し
ば
も 

見
さ
け
む
山
を 

情(

こ
こ
ろ)

な
く 

雲
乃
隠
れ
は 

障
り

倍
之
也 

三
輪
山
を 

然
も
隠
す
か 

雲
だ
に
も 
情
有
ら
な
も 

隠
さ
ふ
べ
し
や 

綜
麻(

へ
そ)

形
の
林
の
始(

さ
き)

乃 

狭
野
榛
能 

衣(

き
ぬ)

尓
著
く
成
り 

目
に

つ
く
和
が
せ 

 

 

万
葉
集
も
綜
麻(

へ
そ)

の
麻(

を)

・
榛
＝
針
・
衣(
き
ぬ)

と
、
三
輪
山
が
裁
縫
と

関
連
す
る
社
と
紹
介
す
る
。
し
か
も
ほ
か
の
歌
で
裁
田
山
と
記
載
す
る
。 

雁
鳴
乃
来
鳴
き
之
な
へ
に
韓
衣
裁
田
の
山
者
黄(

も
み
ぢ)
始
め
有
り(

二
一
九
四) 

 

ち
く
し
と
つ
く
し 

  

福
岡
県
は
筑
紫(

ち
く
し)

と
読
ま
れ
る
が
、
日
本
書
紀
・
万
葉
集
は
「
つ
く

し
」
と
読
ま
せ
る
。
こ
の
違
い
を
私
は
「
千
の
串
」
と
「
す
ぎ
な
の
子(

つ
く

し)

」
の
違
い
と
考
え
る
。
実
は
魏
志
倭
人
伝
に
次
の
文
章
が
あ
る
。 

「
女
王
国
よ
り
以
北
に
特
に
一
大
率
を
置
き
、
検
察
せ
し
む
。
諸
国
之
を
畏
憚

す
。
常
に
伊
都
国
に
治
す
。
国
中
に
於
い
て
刺
史
如
き
有
り
。
王
の
使
を
遣
わ
し

京
都
・
帯
方
郡
・
諸
韓
国
に
詣
ら
し
め
、
郡
の
倭
国
に
使
す
る
に
及
ぶ
や
、
皆
津

に
臨
み
て
捜
露
す
。
伝
送
の
文
書
・
賜
遣
の
物
、
女
王
に
詣
る
に
、
差
錯
す
る
を

得
ざ
ら
し
む
。
」 

 

一
大
率
の
一
大
は
一
大
国
＝
壱
岐
国
の
こ
と
。
し
た
が
っ
て
倭
国
を
統
括
す
る

の
が
壱
岐
国
。
そ
の
壱
岐
島
を
地
図
で
見
る
と
、
ま
さ
に
「
千
の
串
」
＝
ち
く
し

の
姿
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
も
と
も
と
筑
紫(

千
の
串)

は
壱
岐
島
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
宗
像
も
壱
岐
島
の
影
響
が
大
き
い
。
宗
像
大
社
の
主
神
が
壱
岐
出
身
の

御
手
長
神
。
鐘
崎
織
幡
神
社
の
宮
司
が
壱
岐
氏
。
し
か
も
日
本
書
紀
に
吉
備(

壱

岐)

の
軍
勢
が
た
び
た
び
現
れ
る
。
そ
の
宗
像
を
代
表
す
る
二
つ
の
神
社
が
存
在

す
る
地
に
、
鐘
崎
と
草
崎
の
二
つ
の
岬
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
岬
を
「
つ
く
し
」

と
と
ら
え
、
宗
像
を
「
つ
く
し
」
と
読
ん
だ
と
想
像
す
る
。
以
上
、
広
幡
の
勝
手

な
妄
想
で
あ
る
。 

 

博
多
湾→

宗
像→

出
雲
の
考
古
学
的
証
拠
物
件 

  

日
本
の
古
代
の
鉄
生
産
に
つ
い
て
詳
し
い
奥
野
正
男
氏(

元
宮
崎
公
立
大
学
教

授
・
故
人)

が
二
〇
一
〇
年
に
著
書
『
邪
馬
台
国
は
こ
こ
だ
』
で
、
熔
解
温
度
が

九
百
度
前
後
と
低
い
砂
鉄(

チ
タ
ン
含
有
率
の
低
い
砂
鉄)

は
日
本
の
中
で
博
多
湾

岸
・
宗
像
・
島
根
県
斐
伊
川
流
域
の
三
つ
し
か
な
い
と
報
告
。
し
か
も
「
千
度
以

下
の
温
度
だ
と
半
還
元
状
の
鉄
塊
と
な
り
、
こ
れ
を
加
熱
・
鍛
打
し
て
純
鉄
を
作

る
鍛
鉄
作
業
を
必
要
と
す
る
。
だ
が
こ
の
方
法
だ
と
弥
生
土
器
を
焼
い
た
温
度
四

百
～
八
百
度
で
も
可
能
に
な
る
の
で
、
弥
生
時
代
か
ら
日
本
で
鉄
が
造
ら
れ
た
と

言
え
る
」
と
記
し
て
い
る
。 

 

そ
の
本
が
紹
介
す
る
資
料
を
添
付
す
る
。 

 

な
お
応
神
記
に
「
韓
鍛
、
卓
素
」
と
あ
り
、
鉄
生
産
を
専
業
と
す
る
集
団
が
韓

半
島
か
ら
渡
っ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
博
多
湾
岸
・
高
祖
神
社(

糸

島
郡
前
原
町
怡
土
字
高
祖)

に
「
筑
前
怡
土
郡
一
宮
託
祖
大
菩
薩
」
の
棟
札
が
あ

る
の
で
、
糸
島
経
由
で
あ
る
。
製
鉄
集
団
「
タ
ク
」
は
、
対
馬
で
は
式
内
社
「
天

神
多
久
頭
多
麻
命
神
社
」「
多
久
頭
神
社
」
が
あ
り
、
出
雲
に
は
式
内
社
「
多
久

神
社
」
が
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
台
市 

 
 
 
 
 
 

広
幡 

文 

 



 

 

大峰山 

相ノ島 

小呂島 

柱島 


